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１ 事業趣旨 

 

（１）東アジア文化都市とは 

 

「東アジア文化都市」は、日中韓文化大臣会合での合意に基づき、日本・中国・韓国の 

３か国において、文化芸術による発展を目指す都市を選定し、その都市において、現代の芸

術文化や伝統文化、また多彩な生活文化に関連する様々な文化芸術イベント等を実施するも

のです。これにより、東アジア域内の相互理解・連帯感の形成を促進するとともに、東アジ

アの多様な文化の国際発信力の強化を図ることを目指します。 

また、東アジア文化都市に選定された都市がその文化的特徴を生かして、文化芸術・クリ

エイティブ産業・観光の振興を推進することにより、事業実施を契機として継続的に発展す

ることも目的としています。 

 

 

（開催都市一覧） 

 日本 中国 韓国 

平成 26(2014)年 横浜市 泉州市 光州広域市 

平成 27(2015)年 新潟市 青島市 清州市 

平成 28(2016)年 奈良市 寧波市 済州特別自治道 

平成 29(2017)年 京都市 長沙市 大邱広域市 

平成 30(2018)年 金沢市(開催候補都市) 未定※ 

 ※毎年開催される日中韓文化大臣会合によって、翌年の開催都市が正式決定する 
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（２）東アジア文化都市 2018 金沢 開催の目的 

 

東アジアの文化芸術の交流・発信拠点をめざして 

 

  金沢は、江戸時代の武家文化を今日まで連綿と受け継いできた稀有な都市である一方、 

 その文化的秩序を重んじつつも、革新的な文化を受け容れ、共存し、互いに刺激しあい、

磨き高めあうことで発展してきました。この固有の魅力を磨き高め、まちの活力の源泉と

していくためには、国内外との新たな交流が不可欠です。 

  文化的に多くの共通性を有する東アジアと、市民生活に根ざした文化を土台とした交流

を行うことにより、互いの共通点と相違点を理解し、協働することで新たな価値を共に 

 創ることができる交流の拠点となることを目指します。 

  また、幅広い世代の市民が、東アジアとの交流や文化芸術プログラムへの参加を通じ、

多様な文化を知ることにより、金沢の文化を再認識・再発見し、新たな可能性に気づく機

会を創出することで、未来の金沢文化の担い手を育てます。 

 

 

  （テーマ） 金沢からはじまる未来文化の創造 

       ～KOGEI・アート・芸能・音楽の新たな可能性～ 

 

金沢市の多様な文化を介し、東アジアとの新たな交流を生み出すとともに、それぞれの 

文化と新たな文化との出会いによりイノベーションを創出し、地方都市において、文化芸術

がまちの活力を高める核となりうることを示します。 

  

 

文化を通じた東アジアとの交流促進・金沢の文化の発信 

 中国、韓国の開催都市との文化交流団の相互派遣を行うことで、東アジアの多様な文化に 

触れ、理解を深める機会を創出するとともに、金沢の文化を東アジアで発信します。 

 

工芸に異なる分野を掛け合わせることによる、新たな文化・産業の創造 

 地域の風土や美意識が反映された文化であり産業でもある工芸を核とし、科学技術、産業

や観光などの分野とつながることにより、新たな文化・産業の創造を図ります。 

 

未来の金沢文化の担い手育成 

 交流事業等を通じ、自らの文化に誇りを持ち多様な文化を受け容れる、未来の金沢文化の

担い手を育みます。 

 また、幅広い世代が参加できるプログラムを展開、市民が企画及び運営に関わる機会を 

多く設けることにより、文化を担う人材育成を図ります。 
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２ 事業内容 

 

 

「東アジア文化都市」選定都市が実施すべき事業（文化庁応募要項より） 

・開会イベント（１月～３月の間での実施） 

・文化芸術関連イベントを集中的に実施するコア期間の設置 

・中国、韓国で選定された東アジア文化都市との交流（芸術団体等の派遣・招へい） 

・閉会イベント 

 

 

東アジア文化都市 2018 金沢 

期 間 2018 年１月～12 月（コア期間 9～10 月） 

会 場 

金沢歌劇座、金沢 21 世紀美術館、金沢市庁舎前広場等、 

市内各所 

中国、韓国の東アジア文化都市開催市 

主 催 
金沢市 

東アジア文化都市 2018 金沢実行（準備）委員会 

 

 

〇 プレ事業 

 本事業の開催について、市民に周知し、開催への機運を高めるイベントを開催します。 

 （１）金沢 21 世紀工芸祭（主催：金沢市・金沢創造都市推進委員会） 

 （２）大連工業大学交流展（主催：金沢美術工芸大学） 

 

 

〇 オープニング事業 

 本事業の幕開けを、市民や来街者が共有できるイベントを開催します。 

 （１）開幕式典 

 （２）３カ国の芸能や食をテーマとしたフェスティバル 

 （３）３カ国の茶をテーマとしたイベント 

 

 

〇 日中韓文化交流事業 

 金沢の文化を担う幅広い年代の市民が、開催都市間の交流を通じ、東アジアの多様な文化

に触れ、相互理解・連帯感を深めていく文化交流を実施します。 
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〇 価値創造事業 ×（かける）プロジェクト 

科学技術や産業等、様々な分野と金沢の伝統文化がつながり、協働することで新しい文化

を創造し、付加価値の高い産業の創出など、新たな価値を生み出す試みを展開します。 

プロジェクトの成果は、コア期間に発表の機会を設けます。 

（１）工芸×建築 プロジェクト 

（２）工芸×ＩＴ プロジェクト 

（３）工芸×福祉 プロジェクト 

（４）工芸×観光 プロジェクト 

（５）その他 × プロジェクト 

 

 

〇 基幹事業 

・金沢の芸術文化発信拠点である金沢 21 世紀美術館の協力の下、工芸を現代の視点で捉え

た展覧会などのプログラムを実施し、工芸文化の発信拠点化を図ります。 

 

・子どもから高齢者まで幅広い市民や来街者が気軽に参加し、多様な文化の個性を発見・認 

識することができるプログラムを実施します。 

  

（１）現代アート部門 

（２）工芸部門 

 

 

〇 連携事業 

 音楽を中心とした文化芸術イベントと連携し、中国及び韓国との交流を一層深めます。 

 

 

〇 クロージング事業 

 本事業の成果を確認・共有し、次回開催市へとバトンをつなぐイベントを実施します。 
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３ スケジュール 

 

 

 
 

 

 

 

４ 実施体制 

 

官民協働で事業を実施するために、実行委員会等を設置します。 

 

実施体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員・委員長を委嘱

 助言

 アドバイス

幹 事 会

部門担当ディレクター
実行（準備）委員会

アドバイザー

金沢市長

オブザーバー

オープニング・クロージング

日中韓文化交流事業

価値創造事業（ × プロジェクト）

基幹事業 現代アート部門

基幹事業 工芸部門
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５ 予算 

 

 

平成 29 年度予算 

 

（１）収入 

内容 金額 備考 

金沢市委託料 64,300  金額のうち国費 43,000 千円＊ 

計 64,300   

＊文化庁委託金及び補助金（文化芸術創造活用プラットフォーム形成事業）活用予定 

 

 

 

（２）支出 

内容（事業等別） 金額 備考 

プレ事業 0  
創造都市推進委員会で実施 

（事業費：25,000 千円） 

オープニング事業 36,000   

日中韓文化交流事業 9,300   

基幹事業 10,000  事業準備費 

管理運営費 9,000  広報費、運営費等 

計 64,300   

 

（金額:千円）

（金額:千円）


